
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あっという間の１学期でした。特に高学年の子どもたちにとっては、運動会やオープン

研修会、宿泊行事、そして夏休み中に始まる一大プロジェクトに向け、息をつくひまのな

い毎日を送ったことと思います。 

中でも、宿泊行事は、先に述べた学びを、一つひとつつなぐ取組だったように感じられ

ました。 

５年生は、岩城少年自然の家で身近な自然

にたっぷりと触れ合いました。火起こしから

取り組んだ飯盒炊飯ではお湯と火の加減に

五感を研ぎ澄まし、こびりついた焦げ跡の洗

浄に苦労しました。家では全て機械がしてく

れる作業を、自らの身体を使って行うことに

どんな意味があるのだろうと疑問をもつ子

どもたちもいたはずです。しかし、文明の進

歩は、全てのこのような苦労や不便の感覚に

端を発しています。「あんなこといいな、でき

たらいいな」の精神が、ルンバやスマホを生

み出したのです。いにしえの人々から受け継

がれてきた創意工夫の精神とのつながりを、ひとりでも多くの５年生が感じてくれたらと

願わずにはいられません。 

また、岩城少年自然の家でなければ体験で

きないのが、プロジェクトアドベンチャー

（略称ＰＡ）です。様々な難易度に分かれた

タスクを、仲間との協働を通して解決してい

く体験活動は、集団行動の難しさと大切さを

実感できます。時には、「みんなが頑張りす

ぎることでうまくいかない」事態も発生する

のが、ＰＡの面白さです。仲間との程よい距

離感や自分の役割、立ち位置などについて見

つめ直す機会になったはずです。 

最後のポイントラリーは思わぬかたちで

中断することとなり、社会が抱える今日的な

問題を痛感したはずです。「クマったなあ」では済まされない自分事としての認識を新たに

したのではなかったでしょうか。まずはみんな無事でなによりでした。的確な判断と迅速

な行動の重要性が改めて確認できた経験でした。 

学びをつなぐ宿泊行事～５年自然体験学習・６年修学旅行～ 
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６年生は、６月下旬にどっぷりと函館の社会や文化に浸ってきました。今年度の目玉は、

初日から函館を満喫できるようにした日程の工夫です。五稜郭は例年であれば２日目の自

主研修活動の選択肢の一つでした。しかし、前回の「はとの子だより」でお伝えしたよう

に、戊辰戦争における秋田と函館のつながりを事前に学んでいます。その後、八橋の全良

寺に現存する「官修墓地」でのフィールドワークを通して、墓碑に刻まれた新政府軍の戦

没者の出身地や年齢、戦没地などを読み取ることで、子どもたちといくつも違わない年齢

で命を散らした彼らが生きていれば向かったであろう五稜郭へと思いを馳せました。そこ

で今回の修学旅行初日は、全員で五稜郭を訪れるという日程にしたのでした。 

帰ってきた修学旅行隊の引率者の誰もが、

「五稜郭のガイドさんが話すことに対する子

どもたちの食いつき方が素晴らしかった」と

口を揃えました。五稜郭を神のご加護にあず

かるようにと建立された北海道東照宮も、今

年度の６年部が新開拓した訪問地でした。初

日の日程の大半が、事前に社会科で学んだこ

とや、秋田の歴史とのつながりを実感できる

内容となりました。 

帰りは路面電車２両を借り切って移動し、

函館の土地勘も養うことができました。２日目の自主研修活動につなぐこの取組も、今年

度初めての試みでした。自主研修活動の内容も

グループごとに多彩で、日本最古の観覧車が現

存し稼働している遊園地では、日本最古である

ことを公式に認定してもらうために尽力した担

当者からその苦労話を聞いてくることもできた

そうです。「名探偵コナン」など、映画のロケ地

になることも多い函館で、聖地巡礼と写真撮影

ツアーを企画したグループもありました。旅先

での学びをどのようにかたちにして残すのだろ

うという事後の活動成果も楽しみになる修学旅

行でした。 

前例踏襲に陥らず、子どもたちの学びに応じて「なぜ函館？」「函館で何を・誰に？」

と考え、労を惜しまず準備した子どもたちが、この経験を遠い将来、どのように振り返る

だろうかと考えずにはいられませんでした。 

♫ 思い出写真館 ♬ 
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特別支援学校の先生が、交流予定の２年生を対象にふたば学級の子どもたちの紹介をし

てくださいました。これは、例年どおりの年度始めの授業の光景です。 

しかし、いつもと異なったのは、そこに

２年生の保護者の方々が何人もいらっし

ゃったことです。２年部の働き掛けにより

実現したこの試みを喜んでくださったの

は、誰よりも特別支援学校の先生たちでし

た。 

本校は、令和５年度からのよつば学習を、

「障害理解学習から多様性理解学習へ」と

シフトチェンジしています。かつては、障

害の特性をよく知ることから始めて、共生

社会の実現の基盤づくりを進めてきたの

ですが、理解が深まるにつれ、「障害の有無

にかかわらず人はみなそれぞれに得意なことや不得意なことがあり、好きなことや嫌いな

ことがあり、自分が大切にしていることが、他の人にとっても同じ意味で大事だとは限ら

ないことがある」ということへの理解を深めていくことのほうが大切だと気付いてきまし

た。このような意識を、子どもだけでなく保護者の方々とも共有できる機会になりました。 

 

２年生の交流後の振り返りカードを２点紹介します。多様であることが理由でいがみ合

ったり張り合ったりするよりも、認め合い受け入れ合うことで、互いに気持ちよく暮らし

ていける社会が生まれます。そのことを、子どもたちが何よりもよく理解できていると感

じられます。 

左の子は、「ぬりかたがぐちゃぐちゃ」であることに初めは驚いていますが、「こういう

ぬりかたもあるのか」と捉え直しをすることができました。右の子は、「なかよくできるか

な？となやんだ」のですが、「なかよくなれるサプライズ」まで願うように変わりました。 

障害理解から多様性理解へ～よつば学習、歌の虹コンサート～ 



こうした考え方が附属学校園の中で次々と広がっていくことが、共生社会の基盤づくり

において大切なことだと考えています。 

合唱部は、コロナ禍が明けて以来、特別支援学校との交流を定期的に進めてきました。

７月上旬にも「歌の虹コンサート」と称して、昼休みの時間を拡大した日程で、音楽室を

会場にしたコンサートに、特別支援学校の子どもたちを招待しています。 

初めはお互いに緊張気味でしたが、演奏が進むにつれ、楽しくなって踊り出す子が現れ

たあたりから笑顔の輪が広がりました。最後は自然と肩を組み合って遊ぶ姿も見られまし

た。 

目をつぶって聞き入る人もいれば、リズムに乗せて体を揺らす人、声をあげて喜びを表

現する人など、歌の感じ方も人それぞれです。そのような姿を目の当たりにして、演奏し

た合唱部の子どもたちは歌の力や歌う喜びを実感することができています。 

 

 

 

 

１５１年目のはとの子はいま 

自然科学学習館で不思議体験！ 

総合環境センターでゴミ問題を考える 

附属幼稚園との交流学習「今度

何して遊ぶ？」 

オープン研修会でたくさんの人に見

られて緊張… 

スイーツ開発して市内の菓子店とコ

ラボしたいです！ 

みなさん、よい夏休み

をお送りください 

２学期にまた元気に会

いましょう 


